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昭和3∠1佃望も,口立製作所ほ1ミらl~さの~･訟望にこたえて育種の酢鉱l二

作機を製作した｡その一郎はすでに東剥■祁祭見本丁【Jに発表され,広

く江湖にiて価を問うた〔JノⅠ之ユ圧の工作機械はいうまでもなく,高速市

切削卜操作性の向上,l-■l勅;J胴別使附の時人などが琉く二要望されるが,

一面においてわがF~i三l状にマッチした黒川機も要求されている｡また

-一一ノノにおいて国内の1汀要にあきたらず,･ド鋸†=こ対してヰ〕1'く剣に収卜

げるべき時機になりつつある.【t､り貯作所点こJしドノの情勢を勘案し

すでに甘柿の研創フライス隠 ホブ軋､川l=ゴエJごrニーユ川:制覇笠の系

列化を完成して広く作曲こ納入し好.津なれいこいる.Jこのほかすでに

407∠†に枚ぷリミ緋を有するトランスファマシン,ノl･摘愉ほ泄棚御二1二作

機相,精伸一-†く√り駄犬小形ロール旋盤,ロー/し仰r'胴雛河浦沌軌

氾に乗り,口二÷二製佃野のイj▲する機`竜総告阻締をト分発揮Lたユニー

クな二†二作機械が凝膏井胡さj`している.-j

昭粛134隼度の成果のおもなものとLてほ,まずNr).5人形フライ

ス･触と数値制御フライス盤がある.‥】前一都土,ひぎ形フライス盤とし

てほ,外同優秀品と比肩するわがHの故底力形とLてiIl色の機穐で

あり,後者ほ磁気テープ,穿孔テープ両~方式の2機種で,電予頭脳

部より機械本体まですべて一㍍して=二､上†毀佃刀子の技術陣により製作

されている点は,数値制倒コニrl一機の↑後の発展に大きな役割を果す

であろう〕そのほか新鋭ホブ盤,-､ド面研削盤1ロール研削酸,芥種

トランスファマシンなどがある｡

このようにI]▼､〃製作所ほ晰新兎朝川工作機系列の允黒とともに,

∩_､が通関の工作機械の′巨殊により脅卯の需要にこたえているっ

電動~1二其く･･ま,従来の製品に技術的な改良を加え,かつ品種の相加

をほかり需要面の要望にこたえた.｡

交流アーク熔接機ほH穐絶縁の採川により~署二しく略Iiレト形となっ

たことが特筆される.｡

を項下以 その技術の進歩の一端を紹介する.っ

20.1フ ラ イ ス盤

昭和34jt三度iこは各種ひぎ形フライス盤に種々の攻良が力｣1えられ

た,No.2ML形横,宣フライス盤には新たにl=仁iンニ独l_二1のモノレバー

方式を確立し,オーバアームの防振

基礎に改題が加えられた｡またNo.

2ML,No.2抜MF,No.3,4,5MF

形槻フライス盤のアーバサポート柵

受には, し･司

,低速重一切削いずれに
も適するころがり1lえ蜘受併川の独1-1

の方式を新たに採川L,什上面向上

に町署二な効果をあげた｡大形ひぎ形

フライス鶴の新形として従来のNo

3,4,MF形をさらに延長したN(1.5

MF形,構立フライス寸法を完成lノ

た｡木機ほ,テープ′し作業面砧470

mlTlX2,4(_)Omm を有し,加~し晶最

大市一昔1,500tくg括掛り一能のもので,

わがトト三l故大の弧力ひざ形フライス盤

である｡特に立形は1-1動サイクル帖

の∴主潮l離日動力ッタリリーフ
り.丁.し

.
く

1
∴
･

立,横形共通でほ,大重~;】1:搭版吋の

操作性向上のため油虻l-_Ⅰ動バランス

裳閏,り走り過走1彷止汗1動柚圧ブレーキ鼓mが備えられ,柁作性の

点でも内外に類をみない新方式を有Lている｡

以上が汎用ひぎ形フライス盤のおもなる改良点であるが3叫勺宴は

さらに数晰制御フライス盤の矢川化に人きな改良進歩が行われた｡

すなわち口立製作所ほ昭和32年度より中火研究所,戸塚工場,川崎

1二切の総ノ｣をあげ研究および試作を開始し,昭和34年度はtIIDAM

401とⅠ-ⅠIDAM402の2ノノ式の数仙一制御No.2域立フライス鹿を完

戊L.て吏京撫1際甘木【iに=ん--,参余ノ糾こ多大の感銘をサえた1両一者

iよい~(Htもテーブル穴ミイf,サドル11日後,二川l‡l頭上下の:川11の駆動れ

テーナ指令で;肛翻される~〟式を揉皿している｡

HIr)AM4()1~方式は,第4図イf卜の系統図に′JミすようⅠこ,穿孔紙

テープ以膵が｢二作機械に‥-1:糾さjLている方式である｢)

H川)AM4()2ノん(は第4図イi~Fに7jミすとおり指令信り▲を位州変調

子皮の形で磁気テープに録拝し,その西里装閏以岡せ丁二作機械に巾二結

するノノ式である｡

いずれの方式も指令戸‡Iiおよび制御部のl戸l路素子に-ほ,トランジス

タを偵川し, 蹄の信板性と′J､形化経済化を計っている｡トトニ作機械

駆動削有甜′柏巳サーボ/ミルブを使用した油｢【ミサーボブブ式を採川し,

きj_)めて1jlj心性の良いものとなっている｡

ニのように数値制御工作機械は電気(特にエレクトロニックス)

と機械の緊密なチームワークによってのみ完成できるものであり,

この′∫∴く,廿､打製作所のような総合メーカーのJ■読も礼法とするもので

あるといえよう1｡

各企業内容の急速なオートメーション化の一翼をになって,この

数値制御工作機械も広範囲に作業現場に採川されていくものとノ瓜わ

れる｡

20.2 ホ ブ 盤

口立製作所ほ,中形ホブ盤メーカーとして優秀な製作技術の粋を

あつめ,桁密であるとともiこ強力形をf二I標として900mm,1,500mlll

(コラム移動形)1,500mm(テーブル移動形)などの系統を完成し,

その強力切削性は外国優秀機をしのぐに至っている｡

雛1l~叉1日立MF形No.5横,立フライス盤
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弟3【ズ1磁気テープノ∫式数値制御No.2兢立フライス盤

(HIDAM402)i式)

今年完成された新形900mmホブ鰍･王,現在まで製作された900

mmホブ承射こ対し,切削性の--･般の向上を計り機械各洋†･;に慎重な攻

良を加えたもので, 質的にl世界の水準を抜くものとなった｡

従来のホブ盤は,歯切りしうる放大径で最大モジュールの歯

高能 で切削すると,送りの増大にともない振動を発′巨するが,

の現象は 内外を問わず各メーカーのすべての製品において見られ

ることで,ホブ盤の一つの限界を示すものであったくつ本機ほ,この限

界を突破するよう企両され,機秘計抑こ乱-∴(的改造を行った結果,

来の国内外各メーカーをしのぐ高別削能率を診ることができるよ

うになった｡

本機はその切削試験で,海外メーカーのものの研削性能せ50%以

上上回る高能率をうることを示したのみならず,

プ切りで達しうる最も高精度を実現した｡

また,外観も安定感のあるものとし,

度にお

高拍

ム
H
‖

=｣り
.勒記■+

いてもホ

ヒヒム畑作の度

に加えて日立独自の形態をそなえたものとした｡

本機は34年度にほ数台を完成したが,引絞き仕込生花中でありそ

の中には輸H品も含まれている｡1,500m111ホブ盤はさらに強力を 第5l宍l口立強力形900mllュホブ盤

｣
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誇る新形となりl~~t立ホブ塞笠系列に緋偉力を加えたリ

20.3 大形工作機械

20.3.1棋中 ぐ り 盤

わが国の工作機械工業与勘こおいて特にその急速尤る発展を要望さ

れている機瞳の▲一つに機中ぐり煽がある.二.

横中ぐり はテーブル形,妹上形,プレーナ形かあり,小小形部

品の加工にほテーブル形,大形部.打一に対してほ根上形,プレーナ形

が適している｡

横中ぐり盤は穴ぐり作業をはじめとして リング作~業,両板削り

作業,ドリル作業,ネジ切り作業など多種多様の作業を二､吊郁勺に行

うので,ほかの工作機械に比して柑こその汎川性を人にしなければ

ならない｡今回これらの要望にこたえるため新鋭100nl11ュテーブル

形横ぐり触および130mm床上形構中ぐり盤を数台完成した.

(1)130mm床上形鰍~llぐり盤

本機はペソダントスイッチによる)■己全遠隔制御プノ式をとりい

れ,クイル形式の主軸を有するとともに抽こアンダアームも併川

できる最 形の機械である｡二i州購芯ほ1手偏一司波枕入処flRを施した

硬銅製クイル内にミリソダニ軸hおよび小ぐJり州1を収容した形式

で, 主軸の突朝しに対し大なる剛lご一三を与えるものである.⊃主軸の

は電磁クラッチにより行われる瞬間変速で,油匠シフタの併

用により完全自動操作が可能である｡コラムおよび主軸頭の送り

ほ直流可変速電動機と′正磁クラッチの使川による無段階変速方式

を採川しており,もっとも過如な切†町条件で作業することができ

須7lズlロ
ー ル 研 削 盤

る.∴†州蘭,コラム,ベッドなどほいずれも大なる剛性を有する

構造をとり,柑こコラムは二重壁構芯で切削時のねじり,曲げに

対して卜分なる考慮が払われている､〕また主要すべり動こはプラ

スチックス･ライニソグを施し,強制日動潤測･を行い摩擦損失の

減少をはかっている.このように本機ほその構造,付随 性台巨己･こ

おし､て世射的水準透いくものである｡

20.3.2 ロ ー

ル研削盤

ロール研削鰍よ粕こ椚搾な寸法精度と仕上面精度ガ要求され,円

筒研削盤の小でも最も高度の仕様性能を備えなければならないもの

である｡

33隼1如こほ故大加二L品寸法および重昂が65(対×4,000g,6,000kg

のロール研削盤を製作し,34年度には60叩×4,500J,10,000kgの

ロール研削盤を たに完成した｡木機はさらに合服こ新構想を加え

楳作仲,加工桁度の一般の向上せはかった政所形のものである｡

本機のといし州は窒化鋼製で,22kW周波数変換誘墳電動機によ

一)て駆動されるが,ロール研削盤といし仰の速度制御に周波数■fliU御
方式を採川したのほ日二､㌧製γl一滴がほじめてである.｡といし軸受は5

佃の【トIl皮片よりなるセグメント方式で三屑軸受≠を使用しているの

で,といし仙の精度と安定性ほきわめて良好でかつ焼付の恐れもま

ったく無いし｡木機ほロール回転数,といL･回転数,往復台送り速度,

キャンパー調整などの全制御を往復f河1火の運転百にて能率的に行

うことができ,各部のけ動操作,安全機構とあいまって操作性能を

著しく向上せしめておi),その性能ほ口二､ヒロール旋盤とともに故識

水準をゆくものである｡

弟8図 1二巾_仁業糾スク【タクランクケース川トラン′スファマシン
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第9図 日立製作所亀戸丁場納SRM形シャフト･ローーータ

加二｢川トランスフ丁･マシン外観(その1)

20.4 トランスファマシンおよび専用棟

20.4.1スクータ用トランスファマシン

(1)ギヤケース川(新三菱重｢二業株式会社納)

本機ほスクータのギヤケースの仝加~｢を行うもので,仝壬ミ18111,

これまでの最長のものである..加工品の形状からラインのJ鋸-1に

設トナてあるターンテーブルにより,水平に9度旋回させて.水､Ⅰそ

4ブナ向および縦力向より仝加I二が子fえるように,ミリングユニ､ソ

ト,ボーリングユニット ドリルユニット,クッビングユニット

が配~;2■己されている｡このほか二1ニュしお命符f【i!装置,沈朝灘描'はどを

備え,機械動作は制御盤で集中操作され,操作盤笹表示される二.

木機にはワークの前加.~r二川として宣形フェーシソグユニツトト別

に付属している.｡

(2)クランクケース用(富士重二【二業株式会社納)

本機はスクータのクランクケースの加工を子fうもので,ノⅠ三才i･

対のワークを一個の取付共にそれぞれ取付けて､同時:加口二を行う

ように,フェーシソグユニット,ボーリングユニット,フ7イン

ポーリングユニット,ドリルユニット,タッビングユニットなどか

らラインが構成されている｡主要部分の加工は同一ステーション

において仰時加丁二されているので,高精度の加二Lが‖J能である‥〉

このほかた右ユニットの衝突防止装腔を備え,機械の動作は一制御

盤で 中操作され,表示盤に衣示される｡(弟8図)

20.4.2 SRM形シャフト･口⊥夕加工用トランスファマシン

(日立製作所亀戸工場納)

本 ほ′ト形汎川電動機のロータ･シャフトの全加工を行うもの

で,ステーション数21,全長25111,総 55tあり,1---ラインの

トランスフア･マシンとしてほこれまでの最大規模のものである〕

また本機の妓も相良とする∴■､くほ,ライン小に含まれる行ユニット･

マシン閃に二桐fl工品の貯蔵裳㌍を設けて,インデペンデント･ユニ

ット･システムによる制御方式をはじめて採用したことである｡そ

のためにT其の交換,故障侮理などの場合は該1ユニット･マシン

の｣ん膵止するたけで,ほかのユニット･マシンほ辿沌封■l動運転を継

縦できるので稼動率が一高し､｣

本殿にたまれるユニット･マシンとLてほセクショナル･インラ

イン･トランスフ7･システムを掘川LたA3ラインはピーリン

グ･ユニット,ミリソグ･ユニット,センタ座く､'りユニット,セン

タリング･ユニットより柄成される｡インデペンデント･ユニット･

システムを採用したB,Cラインほ仝=効ならい旋盤(アフタゲー

ジソグ装置付)4台,全自動仕上旋盤拍動バイト調整装間付)1台

雛101文一 fl~､日射′巨所亀戸1場㈲ SRM形シャフト･ロータ

加_=【jトランスフ∵･1･シ′ン外観rその2)

節11｢雫1十てノ､発動機納クランクケース加工川-ヤ用機

仝=動キープライス盤2台,全日動ローレット転造盤1台,全日動

ロータ圧入プレス1台,仝自動ローータ外径仕上旋盤1台,全自動プ

ランジカ､ソト･ブラインダ(自動定寸装｢柁f､J▲)2台より構成され,

二の閏に胱した自動取付,板外装躍などによ小黒皮棒材よりシャフ

ト加F二,ロータ圧人,研削什上加~｢まで11f〔=劫加11二を行う新構想

のトランスファマシンである｡(第9,10図)

20.4.3 クランクケース加工用専用棟

(ヤマハ発動機株式会社納)

本機ほオートバイの左右2偶のクランクケースを-･掛こ3カ向か

ら加~にできる3ユニ､ソトの~せ川機3台で構成され,合切肖りユニット

は多目のポーリング,フェーシング,ドリリング,タッビング,リ

ーミング,フ7インポーリングであF),ユニットの故大輔数ほ30軸

で加工精度もきわめて高齢度である｡加工品のクランプ･ルーズは

叩･一一レバーで右即】1･に行われ臼軌‡一匹独の操作もきわめて符易で,

インクロックむ完合な高能率のヤ=工作機峨であるtっ(策l=図)

20,5 電 動 工 具

今後`需要のJl｢7人かH那音される描i巨ヰミのバ■㍍辿レジノイドサンダ,レ

ジノイドグラインダに京∴＼(をおくとともに,従来の製■肘こついても,

根本的技術改烏を加え,かつその柁類を宮川1L,′石一要面の要望にこ

たえて,次の製品を市場にJ!lした｡

電気レジノイドサンダとしてほつぎの3機種を加えた｡

(1)100mmHUS-ORH形電気レi;ノイドサンダは片手でも楽

に使える敢も小形極量のサンダで,鋼材のバリ取りや 接部の化
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第12図 rIUS--ORH=形電気

レジノイドサンダ

第15図IJul-DN形電気ドリル

上げなど,特にせまい筒所や高い所な

どの使用に便利で,別途販先のワイヤ

ブラシやサンデングデスクを取付(′ナる

ことによりさび落Lやペンキはがし,

■卜んり;きなどにもう戸別′摘巨を発作する..

(舞12図)

(2)150mm NUS SRH形′L~に気レジ

ノイドサンダは1)行記100nlIn HUS--

ORH形より倍以上の強力モートルを

使用し,180mm PUS--BRH形より小

形轄晶にしたものである(サンデング

デスクも使川可能)(第】3図)｡

第13r対 NUS-SRH乃;電気

レごノ ノ イドーリーン′ク

第16図I-H-DN形高周波電気ドリル

拾18l※lSPT-H形卓上電気ポリッシヤ

(3)180mmRUS-BRH形電気レジノイドサンダはPUS-BRH

形と同じ180mnTのレジノイドホイルを仙川するもので,さらに

高能率大出力の重研削形として製作され,バリ取りや熔接部の仕

上げなど研削量の多い作業に威力を発揮する(サンデングデスク

も使用可能)｡以上によりレジノイドサンダほ片手で使える100

mm用から180Inmの東研捌形まで4機撞をそろえて広く脊椎川

途に応じうるようになった(舞14図)ご.

そのはか6.5mm用のわがい司で最も撞い高速形電気ドリル,

周波電気ドリル,205mlュり目コンデンサ 動車上電気ダラインダ,

355mmSPT-H形卓上電気ポリッシ17,削り柏け)広いⅠ)UF形電

気プレーナなど新たに製作した､_.

(4)6.5mmLUl-DN形`電気ドリルほLUh形(威力膨)の姉

品で,この程としてほわが国で最もi怪く,小形威力となり郡朝≠

気ドリ･′レとしてさらに使いや十い~ものとな--,た(第】5図).J

(5)6.5111111IJl†DN形汀粧源.は;=∴りルLL
▲描けせ′混淵ぷ備≠

イJ-する`需町家√lこりかj.1~て要ヤそさjしていノ′二もので､形状はLUl)N

形 気ドリルと相似で,アースクリ､ソプと3棉抽出_左プラグのつい

た4心キャブタイヤコート(2.5nl)がついている(舞Id図)｡

第14岡 RUS-BRH形

レジノイドサンダ

第17岡 GBC形卓上電気グラインダ

第19同 DUF形電気プレーナ

(6)2051Tlmコンデンサ起動卓上電気グラインダは,従

GBR形の改良形で,コソデ 相単打動起サン 動機を使用して

いる｡簡単な構造でありながら,起動電流が少なく起動回転力が

大きい特長がある(第け図)｡

(7)355mm SPTli形卓上ITl電気ポリッシヤほ,3051nm

会話二2彩の姉妹品で2･2kWの出力をもち,大物部品のみがき作
業にも適L･ており,パフ間隔が広いので左右同時に使え,1台で

2台分の役目をする(弟】8図)｡

(､8)127mmDUF形掛制才一]電気プレーナほ,従来の92mmBUF

形電気プレーナより姉別幅を広く127mmにしたもので,4寸角

材も一回でかんなかけをすることができ,車.上川としても使える

ので,BUF形とともに広く

ようになった(舞19図)｡

築関係の`.~訂要に応ずることができる

20.d 熔 接 機

20.占.1支流アーク熔接機

交流アーク熔接機椙アーク熔接の普及につれて稚々の分野で供用

されるようになったが,これと並行して最近の機器の進歩改良も著
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しい｡4年前熔接機の電気絶縁がH桂になり冷却扁を使用Lない口

然冷ムl】方式が採川されてよりこれを契機として小形噂ぷ二化の傾向を

たどりつつある〔〕

このような情勢に止;じ標準形l_l立交流アーク熔接機としてAT-

S形を完成した.二.

AT-S形交流アーク熔接機ほH櫨絶縁臼然冷ム賦で,~‖r動鉄心の

形状ならびにその移動機柄を合理イヒLて椚造を安立封ヒし,相性を向

上し重量､J●法を軽減したもので,第20図のような外観を有し,定格

電流ほ150,200,250,300,400,500Aの6機種が設けられている

過去5年間の日立交流アーク熔接機の得横取壬.1:の抑移を250A機

を例に図示すると第21図のとおりである｡岡のAT-R形ほ交流ア

ークー 接機のJIS規格制定当時のものでB桂絶縁強制風冷式,AT

HE形は小形軽造化の先鞭をつけたH檀紙縁日然冷去拭の熔接機で

ある(ン弟21図によりここ数年来交流アーク熔接機が急速に小形軽

量化されている状況が明らかである｡

AT-S形交流アーク熔接機ほ5年前の製品に比べ弔いは50焉に容

積ほ30%に低~卜しており,さらに熔接電流の.丑節やスイッチ操作も

客車

積買 付

節20岡 AT-S形交流アーク熔接機

日 立 評 論

◎銑

l

1

1

1

(J柏J

評 享∠ゝ

L刑】 第42巻 第1号

簡倒ヒされた作業帖にて･:†む交流アーク熔接機である｡

20･る･2 電撃防止装置

交流アーク熔接機による感電刊放せ防止するため電撃汎_L装置が

使われる∵電撃防止装雄■主を川いると 接アークの始動時に熔接機が

｢㌫蜘こ接紋され アーク朋放峠より1秒程度遮れて熔接扱が電源か

項開放されるため酌~熟睡ならびにホルダーには1秒程度の短時間を

蜘､て高し､電圧が現封ず感電の危険が防止される｡

電撃防止怨詔で弔要なことは動作のfi‡蛎度の高いことと

TffLないことで,これらの瓜を考慮LてAP-RVII形 撃防止装置

を完成した).本装粧は従来のAP-RV形に比べリレーの数が少なく

部品-し･∴く数も減少しているた㌍〕f.繍渡がいっそう高く, 勅時間が短

かい(3/100砂粒度)ので作業性もすぐれており重量寸法も2割ほど

軽減されている.｡

構造的にほカバーにパッキングを使用してiミ!j水の浸入を防ぎ標示

灯が3段の棋示を行うので保守点検滝杏易である｡なお熔接時以外

ほ電涼が閥闇されるため無負荷損失が減少し電力喪を節約すること

もできるし〕

~｢
l

l
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弟21図+E~l立夏流アーク情描機(25(JA隠)の推移
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物 研 究 の 問 題 Ⅰ【丁

◎新 し い 耐 熱鋼′'TAF′′の 諸仕官主に ついて

◎新 肌 銑 鋼(YGMり の 諸 什 質 に つ い て(ⅠⅠ)

◎高炭素ク ロ ム鋼の炭化物の挙動 と焼入小f†三

◎真空鋳造法の研究-一一大形真空鋳造設備の

いて

設と操業につ

◎高温厨徴鎧による純鉄の什-フ･ノ変態ならびに結晶粒界移動

の観察

◎匁物納の靭性に及ほす砂鉄系原料鉄配合率の影響

わノi22【¥1AP-RVII形電撃防止装置

別冊第33号

◎大 形 銑 鋼 ロ ー ル の 製 造

◎Mn---Mo 銑 鋼 の 怖 按 性

◎11立 高 ~力 可 鍛 鋳 鉄 の 諸 性 質 に つ い て

◎可鍛鋳鉄の衝▲準遷移曲線に及ぼす熱処理の影

◎黒心IIJ鍛 鉄の第二段先ミ鉛化機構の研究(続)

鉄 ロ ー ル の 熱 伝 導 率 に つ い て

◎NiCr ll 鋳 鉄 の 熱 処 理

◎ロ ー ル ウ ォ ブ ラ
ー

の 強∴度 に 関す る 問題

◎耐 侮 水 鋳 鉄 の 研 究
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